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※彩色スレート瓦・スレート屋根の場合、基材自体の強度低下が著しく、塗装できない場合もありますのでご注意ください。

費

屋根塗料



水洗後や、降雨、降雪後の乾燥を十分に行ってください。乾燥が不十分な場合、密着性
が低下し、塗膜の膨れ、剥がれなどの原因となることがあります。

■ 彩色スレート瓦（コロニアル・カラーベストなど）・スレート屋根改修仕様 

下地の劣化が著しい場合や密着不良が見られる場合（全面に塗膜の剥がれが見られる場合や水洗後の付着強さが 0.5N／mm2 以下、またはガムテープによる クロスカットテーピング試験
で剥離が見られる場合など）は、脆弱塗膜を全て除去した後、下塗材に★ミラクシーラーＥＰＯ（15kg セット、6kg セット）、★エスケー強化シーラー（15kg セット）をご使用ください。

この他下塗材として、白色タイプの★マイルドシーラーＥＰＯホワイト、または★エスケーハ
イブリッドシーラーＥＰＯ（クリヤー・ホワイト、15kg セット）、★一液マイルドシーラーＥ
Ｓクリヤー（14kg 石油缶）もご使用いただけます。ただし、下地の劣化状況によっては
適用できない場合があります。詳しくは、最寄りの各営業所へお問い合わせください。

注1.

高圧水洗（10～15MPa）で、ごみや汚れ、こけ、劣化塗膜（浮き、膨れ、割れ）などを除去してください。
高 圧 水 洗ができない場合、ホースで水を流しながらデッキブラシ、たわし等で表面に付着した
ごみや汚れ、こけ、劣 化 塗 膜 などを除 去してください。

0.22 ～ 0.28

必ず高圧水洗またはデッキブラシ、たわしによる水洗いにより、ごみや汚れ、こけ、劣化
塗膜（浮き、膨れ、割れ）の除去を行ってください。特に瓦の重なり部分は、入念にワイヤー
ブラシを用いて除去してください。これらが不十分であれば均一な仕上がりが得られな
かったり、経年後、塗膜の膨れ、剥がれなどの原因となることがあります。また脆弱な旧
塗膜は完全に除去してください。

乾燥過程で、降雨、結露などがあれば、塗膜の膨れ、剥がれ、白化、しみ、艶引けの発
生につながる場合があります。特に山間部等の結露しやすい地域や昼夜の寒暖差の大き
い時期は乾燥時間を確保するようにしてください。（原則として午前9時～午後3時が推奨
施工時間です。）
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波型トタンの山部分や、トタン板の継ぎ目、折り曲げ部分は膜厚が薄くなりがちです。
先に拾い塗りすることをお奨め致します。
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